




はじめに

わが国では,昭和 50年頃より胎児,新生児の病態生理の解明と医療技術の進歩をもとに,生

命に対する危険性が高い新生児をハイリスクインファントとしてとらえ,このような児を

NICU に収容すると共に,新生児医療の地域化と母子一体の周産期管理が推進され,新生児

の予後を改善してきた。そこで今回われわれは,われわれの NICU でのハイリスクインファ

ソトの予後調査と国内での昭和 50 年以降の文献的検討を試みた。


